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【講演要旨】

疾患は、ヒトの多様な表現型の一つであり、進化によって生じた

遺伝的多様性と現代における環境との相互作用によって発症す

る。そのため、個体が生まれながらにもつ遺伝的リスクは、人類

の進化の過程で形成されてきた遺伝的背景に大きく影響される。

したがって、疾患の遺伝的基盤を理解し、個別化医療を確立す

るためには、遺伝要因と環境要因の相互作用を理解するだけで

なく、現在の遺伝的多様性がどのように形成され、維持されてき

たのかを解明する必要がある。

本講演では、集団遺伝学的アプローチを用いて、疾患関連アレ

ルの拡散メカニズム、遺伝的祖先の起源と多様性、そしてそれら

が表現型に及ぼす影響について考察する。さらに、進化学的視

点を軸として、集団遺伝学と異分野の融合による新たな研究展

開の可能性を探る。


